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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する第１の側面及び第２の側面を有する、高分子膜と、
　前記高分子膜の前記第２の側面に配置されるマイクロ波エネルギー相互作用材料層と、
　前記高分子膜の前記第１の側面が前記マイクロ波エネルギー相互作用材料層と連通する
ように、前記マイクロ波エネルギー相互作用材料層及び前記高分子膜を貫通する、複数の
微小孔であって、該複数の微小孔は約０．０５ｍｍ乃至約２ｍｍの主一次元寸法を有する
、複数の微小孔と、
を備え、
　前記マイクロ波エネルギー相互作用材料層を貫通する前記複数の微小孔のうちの少なく
とも一つの微小孔は、マイクロ波エネルギー透過性領域によって囲まれており、
　前記マイクロ波エネルギー透過性領域は、化学的に不活性化されたマイクロ波エネルギ
ー相互作用材料からなる、マイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項２】
　前記マイクロ波エネルギー相互作用材料層の前記高分子膜に対向する側面側に接合され
る支持層をさらに含む、請求項１に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項３】
　前記支持層は複数の孔を有する、請求項２に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造
体。
【請求項４】
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　前記支持層の前記複数の孔のうちの少なくとも一つの孔は、前記マイクロ波エネルギー
相互作用材料層を貫通する前記複数の微小孔のうちの少なくとも一つの微小孔と整合する
、請求項３に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項５】
　前記支持層は紙ベースの材料からなる、請求項２乃至４のいずれか一項に記載のマイク
ロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項６】
　前記高分子膜の前記第１の側面は、食品を受け入れるようになっており、且つ
　前記支持層は、前記食品から放出される水蒸気及び滲出物の少なくとも一方を吸収する
ように機能する、請求項２乃至５のいずれか一項に記載のマイクロ波エネルギー相互作用
構造体。
【請求項７】
　食品を入れる内部スペースを有するマイクロ波加熱用構造体の少なくとも一部を構成す
る、請求項２乃至５のいずれか一項に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項８】
　前記複数の微小孔は前記マイクロ波加熱用構造体の取外し可能な部分を少なくとも部分
的に画定し、前記マイクロ波加熱用構造体の前記取外し可能な部分は前記内部スペース内
の前記食品にアクセスするために機能する、請求項７に記載のマイクロ波エネルギー相互
作用構造体。
【請求項９】
　前記複数の微小孔は約０．０８ｍｍ乃至約１．５ｍｍの主一次元寸法を有する、請求項
１乃至８のいずれか一項に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項１０】
　前記複数の微小孔は約０．１５ｍｍ乃至約０．５ｍｍの主一次元寸法を有する、請求項
１乃至８のいずれか一項に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。
【請求項１１】
　前記複数の微小孔は約０．１ｍｍ乃至約０．３ｍｍの主一次元寸法を有する、請求項１
乃至８のいずれか一項に記載のマイクロ波エネルギー相互作用構造体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　［関連出願の相互参照］
　本願は、２００８年６月９日に出願された米国仮特許出願第６１／０５９，８８５号の
利益を主張する。該出願は参照によってその全体が本明細書に援用される。
【背景技術】
【０００２】
　多くの場合、マイクロ波エネルギー相互作用パッケージにおいて蒸気抜き孔を用いるこ
とで、望ましくは焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げする食品から蒸気を取り去る。し
かしながら、かかる蒸気抜き孔は一般に、構造体に機械的に穿孔又はカットされる物理的
な穴から成る。穴の最小サイズは穴を形成するのに用いられる機械的プロセスによって決
まる。不都合にも、かかる穴がサセプタを貫通する場合、これらの穴が比較的大きいこと
により、サセプタの有効加熱領域が減り、そのため、食品の焼き色及び／又はカリカリ仕
上げ感をあまり均一にしない可能性がある。さらに、これらの穴が空気及び汚染物を自由
に通してしまうため、食品の貯蔵寿命を短くする可能性がある。
【０００３】
　したがって、マイクロ波エネルギー相互作用構造体であって、マイクロ波エネルギーを
顕熱に変換する構造体の能力を実質的に低減させることなく加熱時に食品から蒸気を抜く
ことを可能にする少なくとも１つの孔を有する、マイクロ波エネルギー相互作用構造体が
依然として必要とされている。
【発明の概要】
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【０００４】
　本開示は包括的に、電子レンジ内で食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げ
するためのマイクロ波エネルギー相互作用構造体、パッケージ又は他の構造体、並びに、
かかる構造体、パッケージ又は他の構造体等を製造及び使用する方法に関する。より詳細
には、本開示は包括的に、マイクロ波エネルギー相互作用構造体であって、食品から蒸気
及び／又は滲出物を抜くように構成されていることに加えて、該構造体内のマイクロ波エ
ネルギー相互作用要素の性能に悪影響を与えない複数の微小孔を有する、マイクロ波エネ
ルギー相互作用構造体に関する。これにより、食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカ
リ仕上げすることが有意に高まり得る。
【０００５】
　微小孔は蒸気抜きの必要に応じて任意の適したサイズ及び配置を有し得る。幾つかの用
途では、微小孔は概して、約０．０５ｍｍ乃至約２ｍｍ、例えば約０．１ｍｍ乃至約０．
３ｍｍの主一次元寸法（例えば直径）を有し得る。微小孔は、任意の適したプロセス又は
技法を用いて形成することができ、一例では、レーザー「穴あけ」プロセスを用いて形成
される。
【０００６】
　構造体を用いて、食品を収容するための様々なラップ、スリーブ、パウチ、カートン、
容器又は他のパッケージ（総じて「パッケージ」又は「構造体」と呼ぶ）を形成し得る。
所望であれば、例えば、パッケージが幾つかの区画に分割される場合にパッケージの特定
部分に対して蒸気抜きを行うように微小孔を位置決めしてもよく、特定区画にある食品が
蒸気抜きにあやかることになる。代替的に又は付加的に、食品のうち、例えば、生地ベー
スの食品の外皮である特定部分に対して蒸気抜きを行うように微小孔を位置決めしてもよ
い。さらにまた、食品により容易にアクセスすることを可能にするパッケージ開口特徴部
を画定するのに微小孔を用いてもよい。
【０００７】
　構造体は、隣接する食品に対するマイクロ波エネルギーの効果を変える１つ又は複数の
マイクロ波エネルギー相互作用要素を含み得る。各マイクロ波エネルギー相互作用要素は
、特定のマイクロ波加熱用構造体及び食品に対する必要又は所望に応じて、マイクロ波エ
ネルギーを吸収し、伝達し、反射し又は導くように特定の構成で配置される１つ又は複数
のマイクロ波エネルギー相互作用材料又はセグメントを備える。マイクロ波エネルギー相
互作用要素は、食品の特定領域に焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げをするのを促すよ
うに、食品の特定領域をマイクロ波エネルギーから遮蔽してその過調理を防ぐように、又
は食品の特定領域に対してマイクロ波エネルギーを接離方向に送るように構成されてもよ
い。一例では、マイクロ波エネルギー相互作用要素はサセプタを含む。しかしながら、他
のマイクロ波エネルギー相互作用要素を用いてもよい。
【０００８】
　本発明の他の特徴、態様及び実施形態は、以下の説明及び添付の図面から明らかになる
であろう。
【０００９】
　本説明は添付の図面に言及し、これらの図面では複数の図全体を通して同様の参照符号
は同様の部品を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】複数の微小孔を有するマイクロ波エネルギー相互作用構造体の概略的な断面図で
ある。
【図２Ａ】マイクロ波エネルギーへの曝露前の、複数の微小孔を有するさらに別のマイク
ロ波エネルギー相互作用構造体の概略的な断面図である。
【図２Ｂ】マイクロ波エネルギーへの曝露中の、図２Ａのマイクロ波エネルギー相互作用
構造体の概略的な断面図である。
【図２Ｃ】マイクロ波エネルギーへの十分な曝露後の、図２Ｂのマイクロ波エネルギー相
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互作用構造体の概略的な断面図である。
【図３】複数の微小孔を有する例示的なマイクロ波エネルギー相互作用パッケージの概略
的な上面図である。
【図４】複数の微小孔を有する別の例示的なマイクロ波エネルギー相互作用パッケージの
概略的な上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示の種々の態様は、図面を参照することによって説明することができる。簡略化の
ために、同様の符号は同様の特徴を説明するために使用され得る。複数の同様の特徴が示
される場合、このような特徴の全てが必ずしも各図に記される必要がないことが理解され
るであろう。幾つかの様々な例示的な態様、実施態様及び実施形態が提示されているが、
それらの組合せ、並びに種々の発明、態様、実施態様及び実施形態の変更形態間の数多く
の相関が本明細書によって考えられる。
【００１２】
　図１は、例示的なマイクロ波エネルギー相互作用構造体１００を概略的に示す。構造体
１００は、互いに対向する第１の側面１０４及び第２の側面１０６を有する基体１０２、
例えば高分子膜を含む。高分子膜１０２の第１の側面１０４は、構造体１００のうち食品
Ｆ（破線で概略的に示す）に隣接して位置する食品接触側とし得る。マイクロ波エネルギ
ー相互作用材料層１０８（又は「サセプタ」）が高分子膜１０２の第２の側面１０６に配
置又は支持されて、サセプタ膜１１０を全体として画定する。サセプタ１０８は概して厚
みが約１００オングストローム未満、例えば約６０オングストローム乃至約１００オング
ストロームであり、入射するマイクロ波エネルギーの少なくとも一部を吸収しやすく、そ
のエネルギーを食品との接触部(interface)にて熱エネルギー（すなわち熱）に変換させ
やすい。しかしながら、さらに以下で説明するように、他のマイクロ波エネルギー相互作
用要素を用いてもよい。
【００１３】
　構造体１００はまた、接着剤（不図示）又は他の方法を用いてマイクロ波エネルギー相
互作用材料層１０８に接合される支持層１１２を任意選択的に備えていてもよい。支持層
１１２は流体を吸収することが可能な材料、例えば紙ベースの材料（例えば紙又は板紙）
から成っていてもよく、又は任意の他の適した材料（例えば高分子膜）であってもよい。
【００１４】
　図１に示すように、複数の微小孔１１４は、高分子膜１０２の第１の側面１０４（すな
わち、構造体１００のうち食品Ｆが存在する第１の側面１０４）が支持層１１２と開口連
通するようにサセプタ１０８及び高分子膜１０２の厚みを貫通する。微小孔１１４は、任
意の適したプロセス又は技法を用いて形成されてもよく、一例では、レーザー「穴あけ」
プロセスを用いて形成される。かかるプロセスでは、レーザーを用いて構造体の厚みの全
体又は一部にボアを形成又はカットする。機械的なカットプロセス又は穿孔プロセスとは
異なり、レーザー穴あけプロセスは典型的に、コスト高の非効率な除去工程を必要とする
材料の「スラグ」又は「穿孔屑」を生じさせることなくボアを形成することが可能である
。さらに、かかる穿孔屑又はスラグを除去するための労力を要する構造体の物理的操作が
ないため、構造体の完全性が実質的に維持されることで、しわを寄せずに構造体をより容
易にロールに巻くことができる。
【００１５】
　微小孔１１４は任意の適した寸法、例えば約０．０５ｍｍ乃至約２ｍｍの主一次元寸法
（例えば直径）を有し得る。各種の独立した例では、各微小孔は独立して、約０．０８ｍ
ｍ乃至約１．５ｍｍ、約０．１ｍｍ乃至約１ｍｍ、約０．１２ｍｍ乃至約０．８ｍｍ、約
０．１５ｍｍ乃至約０．５ｍｍ、約０．１７ｍｍ乃至約０．２５ｍｍの主一次元寸法を有
し得る。特定の一例では、微小孔は約０．１ｍｍ乃至約０．３ｍｍ、例えば約０．１８ｍ
ｍの直径を有する。
【００１６】
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　構造体１００は食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げするのにシート又は
カードの形態で用いられてもよい。代替的に、さらに以下で説明するように、この構造体
及び他の構造体を用いて、内部スペース内に食品を封じ込めるか又は包み込むためのパッ
ケージ又はラップの全体又は一部を形成してもよい。かかる構造体のいずれかは特定用途
の必要に応じてさらなる層を有していてもよい。
【００１７】
　構造体を使用するために、食品Ｆを高分子膜１０２の第１の側面１０４に隣接して位置
決めし、第１の側面１０４は食品の下に位置してもよく、及び／又は食品の上に位置して
もよい。マイクロ波エネルギーＭ（例えば、図１乃至図２Ｃに上を向いた矢印で概略的に
表す）に十分に曝露されると、サセプタ１０８は入射するマイクロ波エネルギーの少なく
とも一部を熱エネルギーに変換し、次いで、この熱エネルギーが食品Ｆの表面に伝達され
て、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げを向上させることができる。加熱時に食品から
放出されるいずれもの水蒸気及び／又は他の滲出物Ｅ（例えば、図１～図２Ｃに下を向い
た矢印で概略的に表す）を、微小孔１１４を通じて食品から取り去ってこれらの流体を吸
収することができる支持層１１２へ移し、それにより、食品Ｆに焼き色付け及び／又はカ
リカリ仕上げをするのをさらに向上し得る。従来の機械的に形成された孔ではなく、構造
体１００における微小孔１１４を用いることによって、多くの数の微小孔及び微小孔の良
好な分布が提供されることで、食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げするサ
セプタ１０８の能力に著しい悪影響を与えることなく、食品から蒸気及び／又は滲出物を
より有効に取り去ることができる。
【００１８】
　さらに、紙層に接合されるサセプタ膜を含め、多くの従来のサセプタ構造体では、蒸気
抜きは孔を構造体の厚み全体に貫通させることによって達成されることに留意されたい。
吸収性が必要とされる場合、別個の吸収剤層を孔のあいた支持層に隣接して設けるかもし
れない。極めて対照的に、本発明者らはレーザー「穴あけ」プロセスを用いることによっ
て、微小孔１１４をサセプタ膜１１０にのみ形成することで支持層１１２へのアクセスを
提供することができることを見出した。このようにして、特に従来の孔を有する構造体１
００の完全性を危うくする必要なく、また、付加的な吸収剤層を必要とせずに、支持層１
１２が吸収剤層として働くこともできる。
【００１９】
　付加的なバルク加熱を必要とする場合、１つ又は複数のマイクロ波エネルギー透過性領
域１１６をマイクロ波エネルギー相互作用材料層１０８内に設けてマイクロ波エネルギー
Ｍが構造体１００を通るようにしてもよい。図１に概略的に示す例では、マイクロ波エネ
ルギー透過性領域１１６の少なくとも幾つかは微小孔１１４と少なくとも部分的に整合し
、かかる例によっては、マイクロ波エネルギー透過性領域１１６は、マイクロ波エネルギ
ー相互作用材料層１０８を貫通する微小孔１１４を包囲するか又は取り囲んでもよい。
【００２０】
　各マイクロ波エネルギー透過性領域１１６は、構造体１００への所望レベルのマイクロ
波エネルギー伝達、したがって食品のバルク加熱を行うのに必要とされる任意の適した形
状及び／又は寸法を有していてもよい。一例では、少なくとも１つのマイクロ波エネルギ
ー透過性領域１１６は少なくとも１つの微小孔１１４、例えばそれぞれ隣接する微小孔１
１４（該当する場合）の主一次元寸法よりも大きな主一次元寸法を有する。マイクロ波エ
ネルギー透過性領域１１６は、さらに以下で説明するように、例えばマイクロ波エネルギ
ー相互作用材料層１０８を基体１０２に選択的に施すことによって、マイクロ波エネルギ
ー相互作用材料層１０８を選択的に取り除くことによって、又はマイクロ波エネルギー相
互作用材料層１０８を化学的に不活性にすることによって、任意の適した方法で形成する
ことができる。
【００２１】
　付加的な蒸気抜きが必要とされる場合、支持層１１２が任意選択的に１つ又は複数の従
来の穴又は孔１１８を含んでいてもよい。所望であれば、かかる孔１１８の１つ又は複数
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を基体１０２及びサセプタ層１０８の微小孔１１４と少なくとも部分的に整合させて、蒸
気（すなわち水蒸気）及び／又は他の滲出物Ｅを食品Ｆ及び構造体１００から追い出すよ
うに促してもよい。各孔１１８は、食品Ｆから所望レベルの蒸気抜きを行うのに必要とさ
れる任意の適した寸法を有していてもよく、一例では、少なくとも１つの孔１１８は少な
くとも１つの微小孔１１４、例えば、それぞれ隣接した微小孔１１４（該当する場合）の
主一次元寸法よりも大きな主一次元寸法を有する。しかしながら、孔１１８の他の適した
寸法及び構成も考えられる。上記に示すように、支持層１１２を穿孔しないように孔１１
８は省いてもよい。
【００２２】
　図１の構造体１００は任意の適した方法で形成することができる。一例では、サセプタ
膜１１０が、接着剤又は他の方法を用いて任意選択的に孔のあいた支持層１１２に接合さ
れる。その場合、構造体１００の第１の側面１０４が、サセプタ膜１１０に小さな穴又は
微小孔１１４を形成するように構成されているレーザーに曝露され得る。幾つかの実施形
態では、微小孔１１４の少なくとも幾つかが支持層１１２に幾分延びていてもよい。他の
実施形態では、微小孔１１４の少なくとも幾つかが支持層１１２の厚み全体を貫通してい
てもよい。
【００２３】
　図２Ａ乃至図２Ｃは、別の例示的なマイクロ波エネルギー相互作用構造体２００を概略
的に示す。構造体２００は、示した変形形態及び当業者によって理解されるであろう変形
形態以外は図１に示す構造体１００と同様の特徴部を含む。簡潔さのため、同様の特徴部
の参照符号は図２Ａ乃至図２Ｃでは「１」の代わりに「２」で始まっている。
【００２４】
　図２Ａに示すように、この例では微小孔２１４はサセプタ２０８を貫通しているが、基
体２０２、例えば高分子膜の厚みは部分的にのみ通っている。マイクロ波エネルギーに十
分に曝露されると、サセプタ２０８はマイクロ波エネルギーを顕熱に変換し、この顕熱に
より、部分的な微小孔２１４に隣接する高分子膜２０２が軟化し、好ましくは収縮するこ
とで、図２Ｂに示すように高分子膜２０２に複数の空隙２２０を形成する。かかる空隙２
２０は微小孔２１４の延長部であることを特徴とし得るか、又は各微小孔２１４とひと続
きの空隙２２０であることを特徴とし得る。いずれにしても、図２Ｃに概略的に示すよう
に、各空隙２２０及びそれぞれ隣接する微小孔２１４は、構造体２００の厚みを貫通する
蒸気抜き微小孔又はチャネル２２２を全体として画定する。かかる構造体２００は、例え
ば食品を収容するパッケージであって、（例えば、蒸気及び／又は酸素がパッケージに入
り込むのを防止することによって）加熱前に食品の貯蔵寿命を保つのに物理的なバリアが
必要とされ、また、加熱時に、得られる食品の所望程度の焼き色付け及び／又はカリカリ
仕上げを達成するのに蒸気抜きが必要とされるパッケージを形成するための使用に適し得
る。上述したように、マイクロ波エネルギーＭに十分に曝露されると、空隙２２０が基体
２０２に形成されて、食品Ｆから蒸気及び／又は他の滲出物Ｅを取り去ることが可能な蒸
気抜き孔２２２を画定する。
【００２５】
　図１の構造体１００の場合のように、所望であれば、図２Ａ及び図２Ｂの構造体２００
は任意選択的に、マイクロ波エネルギー相互作用材料層２０８内に１つ又は複数のマイク
ロ波エネルギー透過性領域２１６を有していてもよく、及び／又は、任意選択的な支持層
２１２内に１つ又は複数の孔２１８を含んでいてもよい。しかしながら、図１の実施形態
並びに図２Ａ及び図２Ｂの実施形態では、かかる特徴部は省いてもよいことが考えられる
。例えば、支持層２１２を穿孔しないように孔２１８は省いてもよい。支持層２１２もま
た省いてもよく、所望であれば、その代わりに１つ又は複数の他の層を用いてもよい。
【００２６】
　図２Ａの構造体２００は任意の適した方法で形成することができる。一例では、サセプ
タ膜２１０が、マイクロ波エネルギー相互作用材料層２０８を通って高分子膜２０２に部
分的に至る小さな穴又は微小孔２１４を形成するように構成されているレーザーに曝露さ
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れる。その場合、マイクロ波エネルギー相互作用材料層２０８は、接着剤又は他の方法を
用いて任意選択的に孔のあいた支持層２１２に接合され得る。他の方法も考えられる。
【００２７】
　上述したように、構造体１００、２００又は本明細書によって考えられる数多くの他の
ものを用いて、様々なパッケージ又は他の構造体を形成してもよい。本開示の別の態様に
よれば、マイクロ波エネルギー相互作用構造体内の微小孔の一部又は全体がパッケージ又
は構造体を開口する仕組みとして働き得る。
【００２８】
　例えば、図３は、食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げするマイクロ波エ
ネルギー相互作用パッケージ３００の上面図を概略的に示す。パッケージ３００は、食品
（不図示）を入れる空洞又は内部スペースを画定するマイクロ波エネルギー相互作用構造
体（例えば、構造体１００、２００又は本明細書によって考えられる数多くの他のもの）
を備える１つ又は複数の隣り合ったパネルを含み得る。シート又はパネルの辺領域を、縁
シール３０２等を用いて共に接合し得る。第１の複数の微小孔が、パッケージ３００にわ
たって延びる分断線３０４を画定して、パッケージ３００を開口する仕組みを提供する。
かかる微小孔は、内部スペース内の食品にアクセスするようにパッケージ３００の開口を
促す必要又は所望に応じて、パッケージを形成するのに用いられる材料の厚みの全体又は
一部に延び得る。図１乃至図２Ｂに関して説明したように、格子パターンで配置された第
２の複数の微小孔３０６が、パッケージ内部で加熱される食品の蒸気抜きを行う。
【００２９】
　図４に示す別の例では、パッケージ４００が、取外し可能なパネル４０４を取り囲む分
断線４０２を画定するように配置された複数の微小孔を含み、この取外し可能なパネル４
０４により、加熱後に内部スペース内の食品にアクセスすることができる。上述したよう
に、微小孔はまた、食品から蒸気抜きを行ってもよい。
【００３０】
　種々の構成を有する数多くの他のパッケージ及び構造体も本開示によって考えられる。
さらに、数多くの他のマイクロ波エネルギー相互作用構造体も本開示によって包含される
。本明細書に記載の又は本明細書によって考えられる、かかる構造体のいずれかは種々の
材料から形成され得るが、ただし、それらの材料が典型的な電子レンジ加熱温度、例えば
華氏約２５０度乃至華氏約４２５度での軟化、焦げ、燃焼又は劣化に実質的に耐性がある
ことが好ましい。用いる特定の材料は、マイクロ波エネルギー相互作用材料、例えばサセ
プタ及び他のマイクロ波エネルギー相互作用要素を形成するのに用いられるもの、並びに
、マイクロ波エネルギー透過性材料又はマイクロ波エネルギー不活性材料、例えば、基体
、支持体及び構造体の残りを形成するのに用いられるものを含み得る。
【００３１】
　マイクロ波エネルギー相互作用材料は導電性又は半導電性の材料、例えば、金属箔とし
て提供される金属若しくは合金；真空蒸着した金属若しくは合金；又は金属性インク、有
機インク、無機インク、金属ペースト、有機ペースト、無機ペースト若しくはそれらの任
意の組合せであってもよい。適し得る金属及び合金の例として、アルミニウム、クロム、
銅、インコネル合金（ニオブを添加した、ニッケル－クロム－モリブデンの合金）、鉄、
マグネシウム、ニッケル、ステンレス鋼、スズ、チタン、タングステン及びそれらの任意
の組合せ又は合金が挙げられるがこれらに限定されない。
【００３２】
　代替的に、マイクロ波エネルギー相互作用材料は、導電性材料と共に任意選択的に用い
られる金属酸化物、例えばアルミニウム、鉄及びスズの酸化物を含んでいてもよい。適し
得る別の金属酸化物は、酸化インジウムスズ（Indium Tin Oxide：ＩＴＯ）である。ＩＴ
Ｏはより均一な結晶構造を有し、そのため、たいていのコーティング厚で透明である。
【００３３】
　代替的にはさらに、マイクロ波エネルギー相互作用材料は、適した導電性、半導電性、
又は非導電性の人工誘電体若しくは強誘電体を含んでいてもよい。人工誘電体は、ポリマ
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ー又は他の適したマトリックス若しくは結合剤中に細分化された導電性材料を含み、導電
性金属、例えばアルミニウムのフレークを含んでいてもよい。
【００３４】
　サセプタを本明細書に示しているが、構造体は代替的に又は付加的に、入射するマイク
ロ波エネルギーの実質的な部分を反射するのに十分な厚みを有する、箔又は高い光学密度
の蒸着材料を含み得る。かかる要素は典型的に、概して、約０．０００２８５インチ乃至
約０．０５インチ、例えば約０．０００３インチ乃至約０．０３インチの厚みを有する中
実の「パッチ」の形態で、導電性の反射性金属又は合金、例えばアルミニウム、銅又はス
テンレス鋼から形成される。他のそのような要素は、約０．０００３５インチ乃至約０．
０２０インチ、例えば０．０１６インチの厚みを有し得る。
【００３５】
　食品が加熱中に焦げやすいか又は乾燥しやすい場合はより大きなマイクロ波エネルギー
反射要素が用いられ得る。マイクロ波エネルギーの強度を拡散又は低減させるにはより小
さなマイクロ波エネルギー反射要素が用いられ得る。複数のより小さなマイクロ波エネル
ギー反射要素が、マイクロ波エネルギーを食品の特定領域に対して導くよう、マイクロ波
エネルギー誘導要素を形成するように配置されてもよい。所望であれば、ループは、マイ
クロ波エネルギーを共鳴させる長さを有していてもよく、これにより分散効果を向上させ
る。マイクロ波エネルギー分散要素は、米国特許第６，２０４，４９２号、同第６，４３
３，３２２号、同第６，５５２，３１５号及び同第６，６７７，５６３号（これらはそれ
ぞれ、その全体が参照により援用される）において記載されている。
【００３６】
　所望であれば、本明細書に記載の又は本明細書によって意図される数多くのマイクロ波
エネルギー相互作用要素のいずれかは、実質的に連続している、すなわち実質的な破断点
又は中断点がなくてもよく、又は、例えば、マイクロ波エネルギーを透過させる１つ又は
複数の破断点又は孔を有することによって断続的であってもよい。破断点又は孔は選択的
に食品の特定領域を加熱するようにサイズ決め及び位置決めされ得る。破断点又は孔は構
造体全体に延びていても１つ又は複数の層のみに延びていてもよい。かかる破断点又は孔
の数、形状、サイズ及び位置決めは、形成される構造体のタイプ、その中又はその上で加
熱される食品、遮蔽、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げする所望の程度、食品の均一
な加熱を得るのにマイクロ波エネルギーへの直接の曝露が必要であるのか若しくは望まれ
ているのかどうか、直接加熱による食品の温度変化を調整する必要性、並びに蒸気抜きの
必要があるのかどうか及びその必要がある場合はどの程度までかに応じて、特定の用途ご
とに変わり得る。
【００３７】
　孔は、構造体を形成するのに用いられる１つ又は複数の層又は材料内の物理的な孔又は
空隙（例えば微小孔１１４、２１４）であってもよく、或いは、非物理的な「孔」（例え
ばマイクロ波透過性領域１１６、２１６）であってもよいことが理解されるであろう。非
物理的な孔は、構造体に実際の空隙又は穴がカットされずにマイクロ波エネルギーを構造
体に通すマイクロ波エネルギー透過性領域である。かかる領域は、マイクロ波エネルギー
相互作用材料を特定領域に単に施さないことによって、又は特定領域にあるマイクロ波エ
ネルギー相互作用材料を取り除くことによって、又は特定領域にあるマイクロ波エネルギ
ー相互作用材料を化学的及び／又は機械的に不活性にすることによって形成され得る。化
学的に不活性にすることにより、各領域にある材料を取り除くことなくこの材料をマイク
ロ波エネルギー透過性（すなわち不活性）の物質又は材料に変えることに留意されたい。
物理的な孔及び非物理的な孔の双方により、食品をマイクロ波エネルギーによって直接加
熱することが可能である一方で、物理的な孔はまた、水蒸気又は他の蒸気を構造体の内部
から逃がす蒸気抜き機能も与える。
【００３８】
　マイクロ波エネルギー相互作用領域及びマイクロ波エネルギー透過性領域の構成は、特
定用途のための必要又は所望に応じて様々なレベルの加熱を与えるように選択され得る。
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例えば、より高い加熱が望まれる場合、全不活性（すなわちマイクロ波エネルギー透過性
）領域を増大させ得る。該領域が増大すると、より多くのマイクロ波エネルギーが食品に
伝達される。代替的に、全不活性領域を減らすことによって、より多くのマイクロ波エネ
ルギーがマイクロ波エネルギー相互作用領域によって吸収され、熱エネルギーに変換され
、かつ、食品の表面に伝達されることで、加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げが
向上する。
【００３９】
　幾つかの例では、構造体の加熱過多又は炭化を防止する１つ又は複数の不連続部又は不
活性領域を形成することが有利であろう。かかる領域は、上述のように、マイクロ波エネ
ルギー相互作用材料を有さずに構造体のこれらの領域を形成することによって、施されて
いるいかなるマイクロ波エネルギー相互作用材料も取り除くことによって、又はこれらの
領域にあるマイクロ波エネルギー相互作用材料を不活性にすることによって、形成され得
る。例えば、図３のパッケージ３００では、縁シール３０２が、マイクロ波エネルギー透
過性又はマイクロ波エネルギー不活性であることで、シールされたシート又はパネルの炭
化又は分離を防止してもよい。
【００４０】
　さらにまた、１つ又は複数のパネル、パネルの幾つかの部分又は構造体の幾つかの部分
は、マイクロ波エネルギーを、食品のうち焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げすること
を意図しない幾つかの部分又は加熱環境に対して損失させるのではなく、加熱、焼き色付
け及び／又はカリカリ仕上げさせる領域に効果的に集中させることを確実にするよう、マ
イクロ波エネルギー不活性であるように設計され得る。このことは、上述したもののよう
な、任意の適した技法を用いて達成され得る。
【００４１】
　上述したように、マイクロ波エネルギー相互作用要素は、マイクロ波エネルギー相互作
用材料及び食品の取扱いを容易にするために、かつ／又はそれらの間の接触を防止するた
めに、マイクロ波エネルギー不活性基体又はマイクロ波エネルギー透過性基体１１２、２
１２、例えば高分子膜又は他の適した高分子材料上に支持され得る。高分子膜の最外表面
は、パッケージの食品接触表面（例えば各高分子膜１０２、２０２の表面１０４、２０４
）の少なくとも一部を画定し得る。適し得る高分子膜の例として、ポリオレフィン、ポリ
エステル、ポリアミド、ポリイミド、ポリスルホン、ポリエーテルケトン、セロハン又は
それらの任意の組合せが挙げられるがこれらに限定されない。特定の一例では、高分子膜
はポリエチレンテレフタレートを含む。膜の厚みは概して、約３５ゲージ乃至約１０ミル
であってもよい。各種の例では、膜の厚みは約４０ゲージ乃至約８０ゲージ、約４５ゲー
ジ乃至約５０ゲージ、約４８ゲージ又は任意の他の適した厚みであってもよい。紙及び紙
ラミネート等の他の非導電性基体材料、金属酸化物、珪酸塩、セルロース系材料又はそれ
らの任意の組合せも使用され得る。
【００４２】
　高分子膜が（例えば加熱前に）バリア層として機能することを意図される場合、バリア
層はバリア特性を有する高分子膜、及び／又はバリア層若しくはコーティングを含む高分
子膜を含んでいてもよい。適した高分子膜はエチレンビニルアルコール、バリアナイロン
、ポリ塩化ビニリデン、バリアフルオロポリマー、ナイロン６、ナイロン６，６、共押出
ナイロン６／ＥＶＯＨ／ナイロン６、酸化ケイ素コーティングフィルム、バリアポリエチ
レンテレフタレート又はそれらの任意の組合せが挙げられ得るがこれらに限定されない。
【００４３】
　適し得るバリアフィルムの一例は、Honeywell International社（ペンシルヴァニア州
ポッツヴィル所在）から市販されるＣＡＰＲＡＮ（登録商標）ＥＭＢＬＥＭ　１２００Ｍ
ナイロン６である。適し得るバリアフィルムの別の例は、同様にHoneywell Internationa
l社から市販されるＣＡＰＲＡＮ（登録商標）ＯＸＹＳＨＩＥＬＤ　ＯＢＳ一軸延伸共押
出ナイロン６／エチレンビニルアルコール（ＥＶＯＨ）／ナイロン６である。適し得るバ
リアフィルムのさらに別の例は、Enhance Packaging Technologies社（ニューヨーク州ウ
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ェブスター所在）から市販されるＤＡＲＴＥＫ（登録商標）Ｎ－２０１ナイロン６，６で
ある。さらなる例としては、上に示される、Toray Films社（ヴァージニア州フロントロ
イヤル所在）から入手可能なＢＡＲＲＩＡＬＯＸ　ＰＥＴ、及びＱＵ５０　Ｈｉｇｈ　Ｂ
ａｒｒｉｅｒ　Ｃｏａｔｅｄ　ＰＥＴが挙げられる。
【００４４】
　さらに他のバリアフィルムとしては、Sheldahl Films社（ミネソタ州ノースフィールド
所在）から入手可能なもの等の、酸化ケイ素コーティングフィルムが挙げられる。したが
って、一例では、サセプタは、フィルム上にコーティングされる酸化ケイ素の層と、酸化
ケイ素上に蒸着されるＩＴＯ又は他の材料とを有する、フィルム、例えばポリエチレンテ
レフタレートを含む構造を有し得る。必要又は所望であれば、個々の層を加工処理中の損
傷から防護するようにさらなる層又はコーティングを設けてもよい。
【００４５】
　バリア層は、ＡＳＴＭ　Ｄ３９８５を用いて測定される場合、約２０ｃｃ／ｍ２／日未
満の酸素透過率（Oxygen Transmission Rate：ＯＴＲ）を有し得る。各種の独立した例で
は、バリア層は約１０ｃｃ／ｍ２／日未満、約１ｃｃ／ｍ２／日未満、約０．５ｃｃ／ｍ
２／日未満、又は約０．１ｃｃ／ｍ２／日未満のＯＴＲを有し得る。バリア層は、ＡＳＴ
Ｍ　Ｆ１２４９を用いて測定される場合、約１００ｇ／ｍ２／日未満の水蒸気透過率（Wa
ter Vapor Transmission Rate：ＷＶＴＲ）を有し得る。各種の独立した例では、バリア
層は約５０ｇ／ｍ２／日未満、約１５ｇ／ｍ２／日未満、約１ｇ／ｍ２／日未満、約０．
１ｇ／ｍ２／日未満、又は約０．０５ｇ／ｍ２／日未満のＷＶＴＲを有し得る。
【００４６】
　マイクロ波エネルギー相互作用材料は、任意の適した方法で基体に施されてもよく、場
合によっては、基体上に印刷、押出成形、スパッタリング、蒸着又はラミネートされる。
マイクロ波エネルギー相互作用材料は任意のパターンで基体に施されてもよく、任意の技
法を用いて、食品の所望の加熱効果を達成する。例えば、マイクロ波エネルギー相互作用
材料は、円形状、ループ状、六角形状、島状、正方形状、矩形状、八角形状等を含めた、
連続的な又は断続的な層又はコーティングとして設けられてもよい。
【００４７】
　様々な材料が構造体１００、２００のための支持層（又は支持体）１１２、２１２とし
て機能してもよい。例えば、支持層はポリマー又は高分子材料から少なくとも部分的に形
成されてもよい。別の例として、支持層は紙又は板紙材料から形成され得る。一例では、
紙は約１５ｌｂｓ／ｒｅａｍ乃至約６０ｌｂｓ／ｒｅａｍ（ｌｂ／３０００平方フィート
）、例えば約２０ｌｂｓ／ｒｅａｍ乃至約４０ｌｂｓ／ｒｅａｍの坪量を有する。別の例
では、紙は約２５ｌｂｓ／ｒｅａｍの坪量を有する。別の例では、板紙は、約６０ｌｂｓ
／ｒｅａｍ乃至約３３０ｌｂｓ／ｒｅａｍ、例えば約１５５ｌｂｓ／ｒｅａｍ乃至約２６
５ｌｂｓ／ｒｅａｍの坪量を有する。特定の一例では、板紙は約１７５ｌｂｓ／ｒｅａｍ
の坪量を有する。板紙は概して、約６ミル乃至約３０ミル、例えば約１４ミル乃至約２４
ミルの厚みを有し得る。特定の一例では、板紙は約１６ミルの厚みを有する。任意の適し
た板紙、例えば、Graphic Packaging International社から市販される無地漂白板紙又は
ＳＵＳ（登録商標）板紙等の無地無漂白クラフト板紙を用いてもよい。
【００４８】
　パッケージは、接着結合、熱結合、超音波結合、機械的縫合又は任意の他の適したプロ
セスの使用を含めた、当業者に既知の数多くのプロセスに従って形成され得る。パッケー
ジを形成するのに使用される様々な構成部材のいずれかは、シート状の材料、ロール状の
材料、又は形成されるパッケージの形状のダイカット材料（例えばブランク）として提供
され得る。
【００４９】
　要素及び材料の幾つかの組合せにより、マイクロ波エネルギー相互作用要素は基体又は
支持体とは視覚的に区別可能なグレー色又は銀色を有し得ることが理解されるであろう。
しかしながら、例によっては、均一な色及び／又は外観を有するパッケージを提供するこ



(11) JP 5265765 B2 2013.8.14

10

20

30

とが望ましいであろう。かかるパッケージは、特に消費者が幾つかの特定の視覚的な属性
、例えば無地であり、特定パターン等を有するパッケージ又は容器に慣れている場合、消
費者にとってより美観的に満足のゆくものであろう。したがって、例えば、本開示は、銀
若しくはグレーの色調の接着剤を用いてマイクロ波エネルギー相互作用要素を支持体に接
合するか、銀若しくはグレーの色調の支持体を用いて銀若しくはグレーの色調のマイクロ
波エネルギー相互作用要素を覆うか、暗い色調の基体、例えば黒の色調の基体を用いて銀
若しくはグレーの色調のマイクロ波エネルギー相互作用要素を隠すか、高分子膜の金属化
した側を銀若しくはグレーの色調のインクで重ね刷りして色の変化を目立たなくするか、
高分子膜の金属化していない側を銀若しくはグレーのインク若しくは他のコンシールカラ
ーで、適したパターンに若しくは無地層として印刷してマイクロ波エネルギー相互作用要
素を覆うか若しくは隠すか、又は、任意の他の適した技法又は技法の組合せを意図する。
【００５０】
　本開示は、いかようにも限定することを意図しない以下の実施例によってさらに理解さ
れるであろう。
【実施例】
【００５１】
実施例１
　微小孔を有さない従来のサセプタと比較するように、複数の微小孔を有する種々のサセ
プタ構造体の伝導率及び最高温度を示すように、熱量測定試験を行った。微小孔を有する
サンプルは炭酸ガスレーザーを用いてｘ－ｙテーブル上で作製した。
【００５２】
　各構造体について、約５インチの直径を有するサンプルを、それぞれが約０．２５イン
チの厚み及び約５インチの直径を有する２つの円形パイレックス（登録商標）板間に位置
決めした。厚みが約１インチの発泡ポリスチレン絶縁シートに載ったプラスチック製ボウ
ルに入れられた２５０ｇの水を上記板の上に置いた（そのため、水からの輻射熱はそれら
の板に影響を及ぼさなかった）。３つの実質的に三角形のセラミックスタンドを用いて、
底面板をガラス製回転台よりも約１インチ上に持ち上げた。熱光学プローブを頂板の頂面
に固定して頂板の表面温度を測定した。１３００Ｗ電子レンジ内で約５分間、サンプルを
最大出力で加熱した後、頂板の表面の平均温度上昇を摂氏温度で記録した。熱量測定試験
を行う前に各サンプルの伝導率を測定し、５つのデータ点を集計して平均した。加熱前及
び加熱後に幾つかのサンプルに関してＴＡＰＰＩ　Ｔ　４６０ｏｍ－０２に従ってガーレ
ー透気度（透気抵抗度）も（５回繰返し）測定した。その結果を表１に示す。微小孔を有
するサンプルは若干低いが統計学的に有意でない最大の温度変化があった。
【００５３】
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【表１】

【００５４】
　各サンプルの全体のひび割れパターンにも留意した。微小孔を有するサンプル（サンプ
ル２乃至４）は対照サンプル（サンプル１）と実質的に同じひび割れパターンを示し、こ
のことは概して、微小孔の存在が金属化ＰＥＴの挙動にほとんど又は全く影響しなかった
ことを示している。
【００５５】
実施例２
　種々の構造体を、食品を加熱、焼き色付け及び／又はカリカリ仕上げするそれらの各能
力を判断するために評価した。約３．５インチ×約７．５インチの寸法を有するマイクロ
波加熱用シート又はカードを用意した。これらのサンプルを用いて１１００Ｗ電子レンジ
内で約２分間、Ｓｃｈｗａｎ‘ｓ　ｆｌａｔｂｒｅａｄ　ｐｉｚｚａｓを加熱した。その
結果は表２にまとめてある。
【００５６】
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【表２】

【００５７】
　サンプルの全てが概して許容可能なレベルの焼き色及び／又はカリカリ仕上げ感を呈し
たが、サンプル８が蒸気及び／又は滲出物の最高度の吸収を呈した。
【００５８】
　本発明は、本明細書中において特定の態様及び実施形態に関して詳細に説明されている
が、この開示は、本発明を示し例示するものに過ぎず、単に本発明の完全な権利が与えら
れる開示を提供する目的で、また本発明がなされた時点で本発明者らが知っていた本発明
を実施するための最良の形態を記載するためになされていることを理解されたい。本明細
書に記載される本開示は、例示的なものに過ぎず、本発明を限定するか、又はそうでなく
とも本発明の任意のそのような他の実施形態、適合、変形、変更及び均等な構成を除外す
る意図はなく、またそのように解釈されるべきではない。全ての方向に関する言及（例え
ば上側、下側、上方、下方、左、右、左側、右側、上部、底部、上、下、鉛直、水平、時
計回り及び反時計回り）は、本発明の種々の実施形態を読み手が理解することを助けるた
めに識別する目的で使用されるに過ぎず、特許請求の範囲において具体的に記載されない
限り、特に本発明の位置、向き又は使用に関して限定するものではない。接合に関する言
及（例えば接合される、取り付けられる、結合される、接続される等）は、広範に解釈さ
れるべきであり、要素と要素とを接続する中間の部材、及び要素間の相対的な移動を含み
得る。したがって、接合に関する言及は、必ずしも２つの要素が直接的に接続されて互い
に固定された関係にあることを示唆するものではない。さらに、種々の実施形態を参照し
て説明された種々の要素を取り替えて、本発明の範囲内にある全く新しい実施形態を形成
してもよい。
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